
● 龍馬プロジェクト発足からの活動内容 ●

　龍馬プロジェクトとは、日本の政治の現状に不満を持ち「このままではいけない」と感じる全国の20～40代の地方議員を中心に若者が集ま
り、新しい政治の流れを作ろうというプロジェクトです。３年間で全国100ヶ所ほどをまわり、集まったメンバーは約250名。政党などはそ
れぞれ違っても、日本や地域を良くしたいという思いでつながり、ビジョンを共有し、
２年かけて将来の日本のための「国是十則」をまとめ上げました。その実現に向け、チ
ームを組んでみんなから期待される漫画の「ONE PIECE（ワンピース）」のような政
治をしようと取り組んでいます。
　今は政治の混乱期。そんな時だからこそ若い世代が奮起し、協力して「希望あふれる
日本」を築き上げていきたいと奮闘しています。日本は素晴らしい国です。この国を、
そして平和と豊かさを次の世代に残せるよう一緒に取り組んでいきましょう。

龍馬プロジェクト全国会
会　長　　神　谷　宗　幣

● はじめに ●

● 問題意識 ●
　昨今の日本を取り巻く国内外の状況を見ていて、このままでは私たちの国、日
本はどうなるのだろうと漠然とした不安感が私たちを取り巻いているように思え
ます。そんな中、私たち龍馬プロジェクトは、未来に希望が持てる日本の実現に
向けて３つの根本的問題を提起します。

独立自尊の精神と
倫理・道徳の喪失

社会の制度疲労と
経済の不況

近代史の未総括と
拝金主義の蔓延

３つの根本的問題

● 使命 ●

❶ 皇　室
元首である天皇と、祭祀を司
る皇室を敬い、世界最古の皇
統を守り続ける。

❷ 憲　法 日本の歴史・伝統・文化を重
んじた新しい憲法を制定する。

❸ 教　育
先人が紡いだ歴史に感謝し、
個人の独立自尊の精神を育む
国民教育を行う。

❹ 国　防
国家戦略府・国防軍・情報局
を創設し、国の主権と国民の
生命・財産を守る。

❺ 資　源 原子力発電の軟着陸と食の安
全保障を実現する。

❻ 政　治
政党を近代化し、憲政の常道を
守り、民意を受けた強い政治家
を輩出する仕組みをつくる。

❼ 経　済 国民が仕事と希望を掴める公
益経済の仕組みを確立する。

❽ 国　土
自然への畏敬の念を持ちつつ、
国土を強靭化し、地方を活性
化する。

❾ 安　心 努力したものが報われる公正
な社会保障制度を確立する。

❿ 暮らし
子の誕生を喜び、長寿を楽し
める、感謝と絆でつながる社
会をつくる。

国
是
十
則

● 龍馬プロジェクトのアクション ●

女性や若い世代の意見も政治に反映させる！・国是十則に基づいた政策の共有と実現
・地方の現場から見た政策の提案

政策の
練り込み・共有 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

政治への不信感を払拭し国民の意識啓発を！・Facebook、ＨＰ、広報誌、出版
・シンポジウム開催、講演、学校への出前授業国民への発信 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

仲間どうしの信頼を深め、強いチームに！人材の発掘育成

・全国キャラバン（全国遊説）
・各種研修（海外視察、合宿、哲学・歴史・政策）
・仲間の選挙支援▼ ▼ ▼ ▼ ▼

右上へ

● 龍馬プロジェクトの想い ●
　日本国は、世界最古の国として、歴史と伝統・文化を重んじ、自然を敬い、天
皇を国の中心に置くことによって、「和」をもって国民が一体の国であり続ける
事ができた。
　そこに我が国の誇りがある。我々は、その長い歴史の中で世界の国々から様々
な宗教や哲学を取り入れ、独立自尊の精神を尊び、公徳心と利他心を持ち、敬神

崇祖の心を大切にし、国を護持・発展させてきた。
　これからもその精神や道徳、文化の価値を見失うことなく、「道義国家」とし
て国際社会の中で誇りある役割を果たし、世界の平和と人類の幸福が実現される
「共生文明」の創造に寄与していきたいと願う。

〈平成22年（2010年）〉
１月30日 四国キャラバン１
 31日 広島キャラバン２
２月21日 沖縄キャラバン３
３月６日 福島キャラバン４

 ７日 関東キャラバン５
４月９日～13日 ドバイ　海外視察１
 15日 福岡キャラバン６
 24日 石川キャラバン７
 25日 愛知キャラバン８
 28日 愛媛キャラバン９
 29日 高知キャラバン10
 30日 北海道キャラバン11
５月18日 関東キャラバン12
 22日 関西キャラバン13
 29日 三重キャラバン14

６月５日 第一回総会
  ※総会後より政治団体届け
  　…「龍馬プロジェクト全国会」

７月３日 山梨キャラバン15
 15日 大分キャラバン16

 17日 石川キャラバン17
 30日 第１回関東龍馬塾　村橋孝嶺氏
 31日 神奈川キャラバン18
８月16日 全国ブロック長会議
 17日 関東研修会１　橋本元高知県知事
 17日 愛知キャラバン19
 21日 北関東キャラバン20
　　24日～26日 台湾　海外視察２

 30日 金沢シンポジウム

９月11日 静岡キャラバン21

 18日 広島キャラバン22
 23日 第２回関東龍馬塾　岬龍一郎氏
 26日 第１回東海龍馬塾　穂坂邦夫氏
10月９日 大阪キャラバン23
　　16日～17日 選挙セミナー　野沢高一氏・今村岳氏・

榎本健治氏・澤井宏文氏
 30日 第２回東海龍馬塾　中嶋年規氏
 31日 宮城キャラバン24
11月７日 熊本キャラバン25

 20日 第３回関東龍馬塾　佐藤大吾氏・野沢高
一氏

 28日 第３回東海龍馬塾　野崎孝男氏
 29日 第１回関西龍馬塾

　奥健一郎氏

12月11日 第４回関東龍馬塾　中尾修氏・北原茂実
氏

 19日 第２回関西龍馬塾　吉田寛氏

〈平成23年（2011年）〉
１月15日 決起大会 IN 吹田

４月10日 三重県知事選

６月26日 第２回総会

　　25日～28日 シンガポール・マ
レーシア視察

８月26日 東海ブロック決起大会
 30日 第３回関西龍馬塾　森岡昇馬氏
９月17日～18日 学生部　留学生との意見交換会　大分
　　24日～25日 第１回研修合宿　

木村俊昭氏・藤井
聡氏・佐伯啓思氏 
・今村岳氏・松田
馨氏・村山祥栄氏

10月８日 第１回関東ブロック勉強会　雑賀日出夫
氏

 ９日 合宿
 23日 第４回東海龍馬塾　村上廣氏
11月25日 九州ブロック長崎視察・長崎キャラバン

26
12月17日 第５回東海龍馬塾　松浦光修氏
 17日 第２回関東ブロック勉強会　村橋孝嶺氏
 18日 関西シンポジウム

　～救国のビジョ
ンを考えよう～　
藤井聡氏・宗岡徹
氏

12月27日 高知キャラバン27

〈平成24年（2012年）〉
１月６日 第６回東海龍馬塾　北原茂実氏
 17日 富山キャラバン28
 26日 山口キャラバン29

２月９日～12日 中国　海外視察３

　　18日～19日 第２回研修合宿　
佐々木信夫氏・倉山
満氏・尾崎正直氏・
鈴木英敬氏・澤井宏
文氏・ 松尾たかし
氏・三橋貴明氏・八
幡紕芦史氏

 20日 新潟視察・新潟キ
ャラバン30

　　27日～29日 高知キャラバン31

  第１回九州龍馬塾
 29日 横峯保育園視察

３月10日 国民啓発委員会主催「未来の有権者教育
モデル発表事業（吹田）」

 12日 第４回関西龍馬塾　相川俊英氏（2.3なし）

 25日 政策勉強会１
  若手官僚との意見

交換会

４月12日 第１回四国ブロッ
ク勉強会　講師：
小野晋也氏（元衆
議院議員）

  愛媛キャラバン32
 14日 福島県原発警戒区域20㎞圏内視察
  福島キャラバン33
 15日 福島研修
  山形キャラバン34
 16日 山形研修１
　　28日～29日 第３回総会

５月８日 第５回関西龍馬塾　吉田寛氏
 14日 沖縄米軍基地視察

  沖縄キャラバン35
 19日 プレゼンテーショ

ン向上研修　八幡
紕芦史氏

６月14日 第６回関西龍馬塾　安田雪氏
 16日 国民啓発委員会民主教育PT１
  政策委員会憲法部会１
　　22日～23日 山形研修２・秋田

キャラバン36

７月２日 第１回龍馬立志塾　小田全宏氏
　　７日～17日 アメリカ　海外視

察４

 19日 第７回関西龍馬塾　杉山芙沙子氏
 22日 国民啓発委員会民主教育PT２　八幡紕芦史氏
  政策委員会憲法部会２　倉山満氏・宮脇淳子氏
 23日 政策委員会憲法部会３　松田悠介氏・小田高資氏
 24日 東京視察
 25日 和歌山視察
  和歌山キャラバン37
８月２日 第８回関西龍馬塾　加藤政治氏
 ６日 国民啓発委員会民主教育PT３
　　10日～12日 関東研修　上念司氏・河添恵子氏・由岐友弘氏
 21日 関西ブロック　懇親会
 22日 国民啓発委員会民主教育PT４
 25日 希望あふれる日本へ！オープンセミナー　倉山満氏
 28日 第２回龍馬立志塾　小田全宏氏
 29日 北海道視察
  国民啓発委員会民主教育PT５
 30日 北海道研修＆キャラバン38　吉田文和氏
９月３日～５日 四国・中国研修
  広島キャラバン39
 21日 国民啓発委員会民主教育PT６
　　24日～25日 熊本・鹿児島視察
 30日 東京研修（定義出し）雑賀日出夫氏
10月１日 第１回関東龍馬塾　鈴木崇弘氏・松浦智

紀氏・佐藤大吾氏
 9日 第３回龍馬立志塾　小田全宏氏
  国民啓発委員会民主教育PT７
 10日 第９回関西龍馬塾（特別編）丹羽春喜氏・木村俊昭氏
 11日 別府視察
　　16日～17日 伊勢・名古屋合宿研修　松浦光修氏・鈴

木英敬氏・所功氏・ペマ・ギャルポ氏
 22日 岐阜キャラバン40
 23日 静岡キャラバン41
 26日 国民啓発委員会民主教育PT８
　　30日～11月３日　スリランカ　

海外視察５

11月７日～８日 北海道エネルギー視察

プロジェクトプロジェクト
R Y O M A  P R O J E C TR Y O M A  P R O J E C T

〜 全国の仲間が集結。
 「ONE PIECE（ワンピース）」のような政治をしよう！ 〜

北海道
ブロック

東北
ブロック

関東
ブロック

東海
ブロック

北陸
ブロック

関西
ブロック

中国
ブロック

九州・沖縄
ブロック

四国
ブロック

平成24年10月現在

会員数約 250名
国会議員　　 ６名
地方議員　約180名
一般会員　約 60名

龍馬プロジェクト全国会　RYOMA PROJECT

龍馬プロジェクト 検索

龍馬プロジェクト公式ホームページ
http://ryouma-project.com

龍馬プロジェクト公式facebook
http://www.facebook.com/ryomaproject

発行元：龍馬プロジェクト全国会 住　所：大阪府吹田市千里山西1-37-40
ＴＥＬ：090-6059-8330 ＦＡＸ：06-6385-1239
編　集：龍馬プロジェクト広報委員会

龍　　馬
プロジェクト
RYOMA  PROJECT 龍馬プロジェクト

（カナリア書房）

100人の龍馬
（PHP研究所）

● 草莽崛起 ●



● 首長メッセージ ●● 講師コメント ●
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三
重
県
知
事

鈴
木
　
英
敬

　
「
う
ね
り
」
を
つ
く
り
だ
す
。
こ
れ
が

龍
馬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
原
点
。
今
、
政
治

が
混
沌
と
し
て
い
る
中
、
そ
の
中
で
ど
う

や
っ
て
泳
い
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
ば
か
り
に
目
が
向
い
て
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。
国
民
の
思
い
、
世
界
の
動
向
な
ど
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
私
た
ち
は
、
政
治
家
以
外
の
様
々
な
立
場
の
国
民
も
巻
き
込
み
、

「
う
ね
り
」
を
創
り
出
し
、
日
本
を
、
政
治
を
変
革
す
る
。
今
こ
そ
、

そ
の
原
点
に
立
ち
返
っ
た
行
動
を
と
も
に
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

金
沢
市
長
（
石
川
県
）

山
野
　
之
義

　
な
か
な
か
安
定
し
な
い
日
本
の
政
治
は

国
力
の
低
下
を
招
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
状
を
改
善
す
る
に
は
、
強
い
日
本
を
作

る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
一
刻
も
早
く
国
政
を

安
定
さ
せ
、
地
方
に
活
力
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
、
地
方
の
現
状
を

熟
知
し
て
い
る
地
方
議
員
の
集
団
で
あ
る
龍
馬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
こ

れ
か
ら
も
地
方
の
声
を
国
に
訴
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
期
待
を
し
て

い
ま
す
。

　
私
も
龍
馬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
員
と
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

石
垣
市
長
（
沖
縄
県
）

中
山
　
義
隆

　
尖
閣
諸
島
に
見
ら
れ
る
領
土
問
題
を
は

じ
め
、
日
本
は
国
内
外
に
様
々
な
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
日
本
が
抱
え
る
問

題
は
も
は
や
国
会
議
員
だ
け
に
解
決
を
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
我
々

地
方
で
政
治
を
行
っ
て
い
る
首
長
や
地
方
議
員
を
入
れ
た
オ
ー
ル
ジ

ャ
パ
ン
で
対
応
し
な
く
て
は
、
国
難
と
も
言
え
る
こ
の
状
況
を
打
開

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
意
味
で
は

全
国
に
た
く
さ
ん
の
同
志
を
持
つ
龍
馬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
役
割
は
今

後
益
々
期
待
を
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
共
に
日
本
の
た
め
に
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。

林
　
　
英
臣

二
〇
一
〇・六・五

林
英
臣
政
経
塾
塾
長

　
龍
馬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ど
こ
に
で
も

あ
る
よ
う
な
龍
馬
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
と
は
わ

け
が
違
う
。
単
に
憧
れ
て
い
る
内
は
、
龍
馬
の
足
元
に
す
ら
届
く
ま

い
。
桂
浜
に
立
つ
龍
馬
の
銅
像
の
、
あ
の
目
線
と
同
じ
方
向
を
見
よ
。

ど
こ
ま
で
も
遠
く
を
見
据
え
て
、
誰
に
も
負
け
な
い
志
を
立
て
よ
と

い
う
こ
と
だ
。
龍
馬
は
、
旧
体
制
が
倒
さ
れ
た
後
の
、
そ
の
向
こ
う

を
見
て
い
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
体
制
の
中
で
偉
く
な
っ
て
や

ろ
う
な
ど
と
い
う
、
ち
っ
ぽ
け
な
精
神
で
事
を
起
こ
し
た
り
は
し
な

か
っ
た
。
旧
弊
を
改
新
し
、
新
し
い
日
本
国
の
基
本
を
創
れ
！
そ
れ

が
君
た
ち
の
歴
史
的
使
命
だ
。

小
田
　
全
宏

㈱
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
代
表
取
締
役

　
龍
馬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
期
待

　
幕
末
に
生
き
た
奇
跡
の
教
育
者
、
吉
田

松
陰
の
生
誕
地
山
口
県
萩
を
訪
れ
る
と
、

「
今
の
世
を
救
わ
ん
と
立
つ
松
陰
は
誰
」
と
い
う
吉
井
勇
の
碑
を
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
日
の
よ
う
に
政
治
が
混
沌
と
し
て
く

る
と
、
自
称
「
志
士
」
が
山
の
よ
う
に
出
て
き
ま
す
が
、
そ
の
心
の

内
を
見
れ
ば
、
本
当
は
自
己
保
身
と
私
利
私
欲
の
固
ま
り
が
透
け
て

見
え
て
、
鼻
白
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、「
龍
馬
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
志
士
達
の
真
剣
に
世
の
中
の
立
て
直
し
に
取
り
組
み
、

自
己
研
鑽
に
励
ん
で
い
る
姿
は
、
実
に
清
々
し
く
、
ま
さ
に
草
莽
崛

起
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。
確
か
に
、
時
流
を
掴
み
波
に
乗
っ
て
い
く

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
よ
り
も
私
が
強
く
望
む
の

は
、
ど
ん
な
時
代
の
変
化
に
も
関
わ
ら
ず
「
あ
の
人
が
言
う
の
な
ら

つ
い
て
い
き
た
い
」
と
い
う
真
に
徳
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成
長

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
も
と
も
に
、
龍
馬
立
志

塾
で
人
間
学
の
学
び
を
し
て
い
ま
す
が
、
彼
ら
に
、
よ
り
多
く
の
方
々

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
、
そ
し
て
ご
支
援
を
心
か
ら
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

藤
井
　
　
聡

二
〇
一
一・十
二・十
八

京
都
大
学
教
授
（
当
時
）

　
　
日
本
は
今
、
本
当
に
存
亡
の
危
機
の

直
中
に
あ
り
ま
す
。
巨
大
自
然
災
害
、
新
・

世
界
大
恐
慌
、
デ
フ
レ
重
不
況
─
─
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
国
柄
を

破
壊
し
、
あ
ら
ゆ
る
危
機
へ
の
対
応
力
を
毀
損
し
続
け
る
「
改
革
・

維
新
政
治
」
が
我
が
国
に
巨
大
な
害
悪
を
も
た
ら
し
続
け
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
「
政
治
の
貧
困
」
こ
そ
が
、
今
日
の
日
本
の
危
機
の
正
体
な

の
で
す
。
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
清
廉
で
潔
白
で
、

か
つ
凄
ま
じ
く
巨
大
な
力
を
湛
え
た
精
神
に
裏
打
ち
さ
れ
た
政
治
の

力
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
馳
せ
参
じ
て

来
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
、
そ
ん
な
清
廉
か
つ
巨
大
な
精
神
を
結
集
し
、

日
本
を
滅
亡
の
淵
か
ら
救
い
出
さ
れ
ま
す
事
を
、
心
か
ら
祈
念
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ペ
マ
・
ギ
ャ
ル
ポ

二
〇
一
二・十・十
七

政
治
学
者
　
桐
蔭
横
浜
大
学
法
学
部
教
授
（
当
時
）

　
　
ど
の
時
代
、
ど
の
国
に
お
い
て
も
、

世
の
中
が
混
乱
し
先
が
見
え
な
く
な
っ
た

時
、
そ
れ
に
い
ち
早
く
気
づ
き
立
ち
上
が
っ
て
き
た
の
は
青
年
達
で

あ
っ
た
。
明
治
の
吉
田
松
陰
始
め
、
坂
本
龍
馬
、
高
杉
晋
作
達
が
そ

の
例
で
あ
る
。
大
事
な
こ
と
は
、
何
を
変
え
る
べ
き
、
何
を
変
え
る

べ
き
で
な
い
か
と
い
う
分
別
を
す
る
だ
け
の
知
恵
と
、
変
え
る
べ
き

も
の
は
必
ず
変
え
る
と
い
う
強
い
信
念
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
信
念

を
貫
く
た
め
に
は
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
そ
れ
を
具
現
化
す
る
た
め
、

夢
を
共
有
す
る
仲
間
達
の
存
在
で
あ
る
。
今
龍
馬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

皆
さ
ん
が
結
束
し
国
家
再
建
に
望
ん
で
い
る
こ
と
に
、
敬
意
と
激
励

の
言
葉
を
贈
り
た
い
。


